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【目的】成熟型マクロファージ（Mϕ）の炎症性

腸疾患における役割を検討する目的で，

macrophage colony-stimulating factor（M-CSF）

欠損（以下，op/op）マウスを用い DSS誘発

大腸炎モデルを作成し検討した。また，M-CSF

型Mϕと granulocyte/macrophage colony-stim-

ulating factor（GM-CSF）型-Mϕについて貪食

とサイトカイン産生能を検討した。

【方法】（検討 1）op/opマウスおよび litter-

mateマウスにデキストラン硫酸ナトリウム

（DSS3％）を含む飲料水を 7日間投与し大腸炎

モデルを作成，病理組織学的所見を検討した。

大腸組織Mϕ分布を免疫組織染色法で比較検討

した。大腸組織中サイトカイン濃度を測定し

た。

（検討 2）op/opマウス，littermateマウスから

大腸Mϕを分離培養し，LPSで 4時間刺激した

後に培養上清中の IL-12，IL-18濃度を測定した。

また，蛍光マイクロビーズを投与し貪食能を検

討した。

【結果】（検討 1）DSS投与により littermateマ

ウスでは著明な炎症細胞浸潤を認め上皮の脱落

を認めたが，op/opマウスでは炎症細胞浸潤

は軽度であった。大腸組織の TNF-α，IL-1β，

IL-6濃度は littermateマウスで op/opマウスと

比較し有意に上昇した。

Littermateマウスでは大腸組織の IFN- γ濃度

ならびに，その誘導因子である IL-12濃度は上

昇したが，op/opマウスでは，その上昇を認

めなかった。一方，IL-18の大腸組織での濃度

は op/opマウスで littermateマウスと比較し有

意に上昇した。

（検討 2）op/opマウスの分離大腸Mϕは，lit-

termateマウスの大腸Mϕと比較し貪食と IL-12

産生低下を認めた。

【結論】op/opマウスではDSS誘発大腸炎が軽

減された。M-CSF型 Mϕの産生する IL-12が

DSS誘発大腸炎を増悪させたと考えられた。

M-CSFの制御が炎症性腸疾患の治療法になり

うると考えられた。
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